
ＪＡ大北の現況 
≪平成 28 年度上半期≫ 

Ⅰ 財務状況や事業に関する開示項目 

１．主要勘定の状況 （単位：百万円） 

平成 28 年８月末 平成 28 年２月末 平成 27 年８月末 

貯 金 115,627 113,720 113,952

貸 出 金 27,577 29,110 28,575

預 け 金 86,828 82,710 82,926

有 価 証 券 － 317 1,455

２．金融再生法開示債権（単体） （単位：百万円） 

債権区分 平成 28 年８月末 平成 28 年２月末 増減 

破産更生債権および 

これらに準ずる債権 
1,083 1,096 ▲12

危 険 債 権 2,210 2,243 ▲33

要 管 理 債 権 376 384 ▲8

正 常 債 権 23,963 25,438 ▲1,475

合 計 27,634 29,162 ▲1,528

３．単体自己資本比率（国内基準適用） 

平成 28 年８月末 平成 28 年２月末 

13.98％ 13.91％ 

注 平成 28 年 8 月末自己資本比率は、平成 28 年 8 月末自己資本額、リスク・アセット額を基準とし、平成 29 年 2 月末計画

値を加味して算出しています。オペレーショナル・リスク相当額は平成 28 年 2 月末基準を使用しております。 

4．有価証券等時価情報 【有価証券】  (単位：百万円) 

種類 
平成 28 年８月末 平成 28 年２月末 

取得価額 時  価 評価損益 取得価額 時  価 評価損益

そ の 他 － － － 300 317 17 

注．1 平成 28 年 8 月末の有価証券の時価は、8 月末日における市場価格等に基づく時価としています。 

2 取得価額は償却原価法適用前、減損処理前のものです。 
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Ⅱ 地域貢献に関する取り組み 

１．全般に関する事項 

当組合は、大町市、北安曇郡を事業区域として、農業者を中心とした地域住民の方々が組合員となって、相

互扶助（お互いに助け合い、お互いに発展していくこと）を共通の理念として運営される協同組織であり、地域農

業の活性化に資する地域金融機関です。 

当組合の資金は、その大半が組合員の皆さまなどからお預かりした、大切な財産である「貯金」を源泉としてお

ります。当組合では資金を必要とする組合員の皆さま方や、地方公共団体などにもご利用いただいております。 

当組合は、地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて、事業活動を展開してい

ます。また事業活動を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、地域の協同組合として、農業や

助け合いを通じた社会貢献に努めています。 

２．地域からの資金調達の状況 

地域の皆さまからお預かりした貯金・定期積金の残高は、今年度 8 月末において 115,627 百万円となっており

ます。県下統一商品のほか、特典付会員制定期積金「いざでばん」「優悠定期」「マイカー応援団」等のオリジナ

ル商品を開発し、皆様からお預かりする資金について、金利面や特典によってご満足いただけるよう心がけてお

ります。 

３．地域への資金供給の状況 

地域の皆様への貸出金の残高は、今年度 8 月末において 27,577 百万円となっております。地域農業者等の

資金ニ－ズに合わせ、農業施設の建設、農業機械の購入資金に対応する農業近代化資金などの制度融資や

農業経営の安定を目的とした営農資金等、農業経営向上のため幅広い資金対応を行っております。また、生活

資金においては、県下統一ロ－ンのほか、農協独自要綱による資金を用意し、地域住民の皆さまの生活の向上

に貢献できるよう努力しております。 

４．文化的・社会的貢献に関する事項 

地域文化との係わりとして、地域行事への参画、学校給食への地元農産物の提供に係る支援、農業体験教

室、各種農業関連イベントなどの開催等、農業を通じた地域との交流を積極的に行っております。この一環とし

て系統子ども向け雑誌「ちゃぐりん」を地域の小学校に寄贈しております。 

また、年金受給者を対象に「年金友の会」を組織し、旅行、ゲートボ－ル大会等を開催するなど、地域の皆さ

まの繋がりに役立つ活動を行っております。 

都市と農村の交流事業といたしましては、未来の消費者（訪問者）である子ども達（小・中学生）次世代に焦点を

絞り、緑豊かな農村地域を「第二のふるさと」として愛していただけるよう、農家民宿に滞在しながら、農業体験や

様々な体験活動を通じて、地域に暮らす人々との交流・ふれあいの機会を提供する活動を行っております。机上

では学ぶことのできない貴重な体験から、広い視野と豊かな人間性・社会性を育むことにつながっております。 

今後も引き続き都市と農村を双方向で行き交うライフスタイルの実現と、地産地消を基本とした食と農の結び

つきをさらに認識していただくことを目指し、交流人口の拡大に努めてまいります。 

５．地域密着型金融への取り組み 

(1)農業者等の経営支援に関する取組方針 

農業者の協同組織金融機関として、「健全な事業を営む農業者をはじめとする地域のお客さまに対して必要

な資金を円滑に供給していくこと」を、「当組合の最も重要な役割のひとつ」として位置付け、当組合の担う公共

性と社会的責任を強く認識し、その適切な業務の遂行に向け、金融円滑化にかかる基本方針を定め、取組んで

まいります。 

(2)農業者等の経営支援に関する態勢整備 

各営農センターに営農指導員を配置するとともに関係機関とも連携して、農業者の技術・生産性の向上のた

めに相談・指導を行っています。また、融資部門担当者は農業者からの幅広い相談に応えられるよう農業関連

融資に関する知識を深めるよう努めています。 

（3)農山漁村等地域活性化のための融資を始めとする支援 

お借入条件の変更等を行ったお客様の経営状況や経営改善計画の進捗状況を継続的に把握し、必要に応

じて経営改善又は再生のための助言を行う等、お客様への支援について真摯に取り組みます。 



 (4)ライフサイクルに応じた担い手支援 

新規就農者の経営と生活を支援するため、各種就農支援資金を取り扱っております。また農業者からの資金

要請に対応するため各種農業資金をご用意し、それぞれの段階に応じた融資商品を用意し営農と生活をサポ

ートしています。 

 (5)経営の将来性を見極める融資手法を始め担い手に適した資金供給手法の取り組み 

農業融資については営農部門と連携し取引実績等を活用した経営分析を通じ、農業者に適した資金提案を

行っています。また、農業者に対するアグリマイティー資金、農機ハウスローン、スーパーS 資金等の融資につい

て、JA バンクアグリ・エコサポート基金を通じた利子補給を行っています。 

 (6)農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域への貢献 

食と農の大切さを次世代を担う子どもたちに伝え、地域の発展を図るため、農業の大切さを学ぶ活動に取り

組みます。 

また、自然豊かな当地の観光資源は他に類を見ないものであり、これを活かし、都市と農村の交流事業をさら

に強め、通年観光をめざした誘致活動をすすめます。 


